
2021
（大会中）

2021～
（大会直後～）

江差町交流計画の概要

2016～
（大会開催まで）

団体名 北海道江差町

相手国・地域 アメリカ合衆国

2020.11

７月上旬

９月上旬

◆アメリカ代表者招聘
事後交流を、より選手団にとって意義あるも

のとするため、事前に代表者に来町いただいた
うえで地域資源の体験と受入態勢を視察

◆元日本人パラリンピアンの講演
〇大会ムードとパラリンピック、パラリンピアンへの理解を高める
〇どんな環境下でも誰もが活躍できることを知る機会とする
〇参加者がまちづくりの在り方や心のバリアフリーを考えるきっかけづくりとする
〇９月の事後交流実施への意識向上を図る

◆パラリンピアンの招聘
〇バリアフリーホテルを活用し、競技で疲れたパラリ

ンピアンの心身回復を支援する
〇小中学生との競技体験会と交流会を開催する
〇地域の歴史文化、自然や食といった資源を活用し

ながら、パラリンピアンの心の癒しや思い出づくり
の場としていただく

地域資源Ⅱ～パラリンピアンの心身リフレッシュ
宿泊は、車椅子でもストレスない空間の個室のほか、車

椅子のまま入浴可能な天然温泉を完備した完全バリアフ
リーホテルです。

選手団の送迎はリフト付き大型バスで車椅子６台と、一
般席３０を確保でき、送迎対策も万全です。

地域資源Ⅰ～「和」の体験で思い出作り
。

単独の町では北海道で唯一、国から「日本
遺産」の認定を受けた、歴史的・文化的資源
で交流を深めます。

着物で街散策やハンコづくりの体験や、日
本一の民謡「江差追分」を堪能できます。

2022年度以降

◆日本人パラリンピアンとの交流
〇ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｱﾝ等との交流を通じ心のバリアフリーの向上

を目指す

９月下旬

◆江差追分全国大会出場者
との交流
○江差追分全国大会の日系の
出場者と地元小学生との交流
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